
問　
台
風
19
号
か
ら
4
ヶ
月

経
っ
た
2
月
12
日
の
信
濃
毎

日
新
聞
に
、
県
内
市
町
村
の

防
災
強
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
状
況
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

　

当
町
で
も
様
々
な
復
旧
作

業
や
検
証
作
業
が
精
力
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
避
難
情
報

に
つ
い
て
、
発
令
対
象
区
域

を
特
定
す
る
方
向
で
議
論
さ

れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

災
害
時
に「
住

民
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な

言
葉
や
表
現
で
避
難
情
報
を

伝
え
る
の
が
良
い
の
か
」と

い
っ
た
点
か
ら
、
災
害
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
対
象
区
域

を
特
定
し
発
令
す
る
こ
と
に

つ
い
て
現
在
研
究
を
進
め
て

い
る
。

問  

公
助
に
は
限
界
が
あ
る
。

自
主
防
災
会
や
区
と
の
連
携

強
化
に
向
け
て
ど
ん
な
具
体

的
な
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

町
職
員
が
各
自

主
防
災
会
に
出
向
き
、
避
難

情
報
の
発
令
基
準
や
避
難
場

所
、
地
域
で
行
う
防
災
訓
練

へ
の
助
言
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
方
、
同
報
系
防

災
行
政
無
線
や
今
後
、
供
用

開
始
と
な
る
移
動
系
防
災
行

政
無
線
の
使
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
話
す
こ
と
も
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。

問　
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

た
際
、
屋
内
安
全
確
保
の
待

避
も
避
難
行
動
で
あ
る
が
。

町
長　

避
難
勧
告
は
、
避
難

の
立
ち
退
き
を
進
め
促
す
こ

と
で
あ
る
。

避難勧告
発
令
対
象
地
域
の
特
定
化
は

現
在
研
究
を
進
め
て
い
る

水害時、立ち退き避難の
地域ごとの判断基準がわかります

小宮山　定彦  議員

問　
昨
年
の
台
風
19
号
に
お

い
て
、当
町
で
も
一
級
河
川
、

農
業
用
水
で
内
水
氾
濫
が
発

生
し
た
。
減
災
対
策
・
恒
久

対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

建
設
課
長　

千
曲
川
水
系
の

大
水
害
を
踏
ま
え
、
国
・
県

と
千
曲
川
流
域
の
41
市
町

村
は「
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
発
足
さ
せ
た
。

ハ
ー
ド
対
策
ソ
フ
ト
対
策
を

流
域
一
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
中
で
当
町
は
、災
害
防
止
、

軽
減
、
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
、
社

会
経
済
被
害
の
最
小
化
を
目

指
し
県
等
と
連
携
し
た
活
動

を
行
い
町
内
河
川
の
対
策
を

実
施
し
て
い
く
。

土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
町
の
こ
れ
か
ら
の
発
展

に
は
土
地
利
用
の
見
直
し
が

重
要
で
あ
る
。
工
場
の
拡
張

や
複
合
施
設
の
誘
致
で
は
、

町
土
が
限
ら
れ
、
関
係
法
令

の
規
制
も
あ
り
現
状
で
は
極

め
て
難
し
い
。
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
で
き
る
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
こ
れ
か
ら
の

坂
城
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、町
の
考
え
は
。

町
長　

限
ら
れ
た
町
土
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
機
に
、
将
来
を
見

据
え
た
土
地
利
用
に
つ
い
て

考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思

う
。
将
来
的
な
町
の
在
り
方

や
、
施
策
展
開
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

町内河川の氾濫対策は

県等と連携し進める

防
災
対
策

工事が始まった国道バイパス

朝倉　国勝  議員
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問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
町
の
対
応
と
事

業
所
へ
の
支
援
策
は
。

福
祉
健
康
課
長　

町
で
は
、

2
月
27
日
に
町
長
を
本
部
長

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
本
部
を
設
置
。
状
況
の
変

化
に
応
じ
て
随
時
本
部
会
議

や
連
絡
会
議
を
開
催
し
て
い

る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

感
染
症
関
連
情
報
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
相
談
先
や
中

止
・
延
期
と
な
っ
た
行
事

一
覧
な
ど
を
ま
と
め
て
掲

載
し
、
情
報
を
常
に
更
新
し

て
い
る
。
状
況
は
日
々
変
化

し
て
い
る
の
で
今
後
も
、
国

や
県
の
情
報
等
把
握
し
、
適

切
な
対
策
と
町
民
の
皆
様
へ

の
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め

る
。

商
工
農
林
課
長　

世
界
的
な

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
事

業
所
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
国
な
ど
で
、
新
た
な

支
援
制
度
や
特
例
措
置
な
ど

が
設
け
ら
れ
、
資
金
繰
り
、

所
得
の
減
少
等
を
助
成
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
る
。
町
内

で
は
、
商
工
農
林
課
及
び
商

工
会
で
対
応
し
て
い
く
。

バ
ラ
公
園
に
つ
い
て

問　
第
15
回
ば
ら
祭
り
に
向

け
て
駐
車
場
の
復
旧
状
況
は
。

町
長　

今
年
度
末
に
は
、
駐

車
場
の
復
旧
工
事
が
完
了
す

る
。
祭
り
は
諸
団
体
と
協
力

し
、
他
イ
ベ
ン
ト
と
も
コ
ラ

ボ
し
て
盛
り
上
げ
多
く
の
来

園
者
を
迎
え
た
い
。

町の対応と事業所支援は

対策本部・各窓口で対応

感
染
症
対
策

バラ公園名物 薔薇のトンネル

問　
町
の
中
心
に
あ
る
文
化

セ
ン
タ
ー
と
町
体
育
館
の
今

年
度
の
利
用
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長　

大
会
議
室

で
の
50
名
以
上
の
参
加
は
、

昼
間
は
48
回
延
べ
3
7
4
3

名
が
利
用
、
体
育
館
で
は
26

回
延
べ
4
3
4
0
名
が
利
用

し
て
い
る
。
主
な
内
容
は
各

種
競
技
団
体
の
大
会
や
各
種

団
体
の
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
夜
は
主
に
各
種
競
技

団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

体
育
館
を
利
用
し
て
い
る
。

問　
多
く
の
方
は
施
設
利
用

の
た
め
に
、
道
路
を
挟
ん
で

体
育
館
東
側
に
で
き
た
駐
車

場
か
ら
横
断
歩
道
の
な
い
町

道
を
渡
っ
て
い
る
。
大
変
危

険
で
あ
る
。
そ
の
た
め
町
で

は
、
千
曲
警
察
署
に
継
続
し

て
横
断
歩
道
の
設
置
を
要
望

し
て
き
た
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

住
民
環
境
課
長　

夢
の
湯
駐

車
場
南
側
既
設
の
横
断
歩
道

が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
は
難

し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問　
既
設
の
横
断
歩
道
を
文

化
橋
南
に
移
設
す
る
こ
と
で

新
た
な
横
断
歩
道
も
距
離
的

に
は
設
置
可
能
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
案
も
視
野

に
入
れ
、
再
度
千
曲
警
察
署

に
要
望
を
お
願
い
し
た
い
。

　

そ
れ
ま
で
の
当
面
の
具
体

的
な
安
全
対
策
へ
の
考
え

は
。

住
民
環
境
課
長　
「
ス
ピ
ー

ド
落
と
せ
」と
い
っ
た
啓
発

用
の
旗
を
付
近
に
配
置
し
、

運
転
者
へ
の
注
意
喚
起
を

図
っ
て
い
く
。

安全対策

横
断
歩
道
の
設
置
は

当
面
は
啓
発
用
の
旗
で
注
意
喚
起

運転手さん、スピード落として！

中島　新一  議員

吉川　まゆみ  議員
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